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学科 3回生 58 名のレポート「臨床教育看護師の講義
を受けて学んだこと」を分析対象とした。 
2.研究期間 









































































































































































































































小児看護，第 36 巻第 2号，144-149，2013 
カテゴリー サブカテゴリ― 
子どもの未熟な 状態が変化しやすい子どもの身体的特徴
身体的特徴を考えたケア 年齢により異なるバイタルサイン正常値
 未熟な免疫機能を考慮した感染予防ケア
 成熟過程にある皮膚のトラブル予防ケア
認知・言語能力が発達途 子どもは認知・言語が発達途上 
上にあることを考慮した 子どもの体験は看護師の関わりが影響 
ケア 検査や処置はタイミングをはかる 
 子どもの動きを考えたケアの工夫 
子どもの人権を尊重した 子どもの許可を得る重要性 
かかわり 子どもの苦痛を想像し理解 
 子どもの心の準備の必要性 
 個別性を考慮したかかわり 
子どものがんばりを 発達段階に合わせたプレパレーション 
支える援助の工夫 負担と侵襲を軽減するケア 
 安心感が得られる声掛けとケア 
 気をそらす工夫（ディストラクション）
 がんばりを褒めるケア 
家族と協働する看護 子どもと家族の観察とアセスメント 
 家族の心情を想像し配慮 
 家族への説明の重要性 
 処置やケアには保護者の協力 
 家族から子どもへの正しい理解の促し 
子どもの小ささに合わせ 恐怖心を和らげるデザインの医療用具 
た医療用具の利用 体格に合わせた小児専用の医療用具 
 小型の医療機器の仕組みと利用 
学習内容を積み重ねて理
解 
一般的な看護手順として学習 
過去の学習内容に学びを積み上げる 
実践を通し充実した演習 
子どもを対象とする 細やかな看護技術に苦慮 
看護に戸惑い 子どもへの処置やケアに緊張と不安 
 子どもを対象としたケアに困難感 
臨床教育看護師の 処置は自信を持って行う心構え 
高い看護実践力を尊敬 的確で手際の良い安全・安楽な看護技術
 機械に頼らず自分の五感を使う判断力 
 子どもと家族への気遣いと心配り 
小児看護学実習に期待 臨床教育看護師への憧れ 
 モデル人形に感動 
 小児看護への興味と課題 
???????における????の?び
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